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６月２６日のウクライナ情報 
安斎育郎 

❶ セヴァストポリへの攻撃に対する反応(2024 年 6 月 2４日) 

 元国防総省のシニアセキュリティアナリストであるマイケル・マロフ氏がインタビューに応じ、ウクライナがセバ

ストポリ攻撃に米国の長距離兵器を使用したというモスクワの主張について語りました。彼は、この攻撃が米国

の兵器をロシア領土で使用することを禁じた制限に違反しており、クリミアを事実上ロシア領として認識してい

ると述べました。マロフ氏は、クラスター兵器の使用に対して怒りを表明し、この攻撃が紛争をエスカレートさせ

る可能性を指摘しました。 

米国はキエフに対して非公開で対応するかもしれないが、公の非難はないだろうと述べました。また、ヨーロ

ッパ諸国がロシアへの深部攻撃を許可していることが、しばしば民間人を標的にする攻撃を引き起こしている

と指摘しました。最後に、マロフ氏は、ロシアがこのような兵器を供給する国に対して報復する可能性があり、ド

ローンが発見され次第撃ち落とす必要があると強調しました。 

https://x.com/i/status/1805006658931962350 

 

https://x.com/w2skwn3/status/1805006658931962350?s=09 

 

❷ ロシアに引っ越したウクライナ男性が心情を話す(2024 年 6 月 24 日) 
https://x.com/i/status/1805156930639569103 

 

https://x.com/i/status/1805006658931962350
https://x.com/w2skwn3/status/1805006658931962350?s=09
https://x.com/i/status/1805156930639569103
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 「私はキエフからサンクトペテルブルクに移りました。実は 2017 年からウクライナには未来がない

ことが見えて、モスクワに行こうと思ってました。サンクトペテルブルクに来てみたら、こんなに美しい

と知らなかったが、こっちに決めた。住んでみてわかったこと、前のキエフと似てる。ロシアの文化や

習慣が本来のウクライナと変わらないので住みやすい。もう気づいてる人もたくさんいるけど、私達

🇺🇦は、ロシアと敵なんてじゃない。ウクライナ人もベラルーシ人も、もちろんロシア人も全員力合わせる

べき、私達は 3 つで大きな 1 つ。みんな覚えてるでしょ？平和で仲良しの時代。そんな時代が早く戻

ることを願う」 

https://x.com/Mari21Sofi/status/1805156930639569103?s=09 

 

❸ スコット・リッター：これは米国、NATO、そして非 NATO のヨーロッパ諸国による

ロシアへの直接攻撃である(2024 年 6 月 24 日) 

リッター氏は、🇺🇦のセヴァストポリへのテロ攻撃とろしあのダゲスタンでのテロ攻撃について「🇷🇺連邦の市民

生活を混乱させるために意図的に計画された」とコメントした。 

https://x.com/i/status/1805125458293637493 

 

https://x.com/akira01300130/status/1805125458293637493?s=09 

 

❹ウクライナで起きている事はマネーロンダリングに過ぎない。と米国人ジャーナリス

トのキャンディス・オーウェンズ(2024 年 6 月 24 日) 

 
「これが単なるマネーロンダリングなのは明らかだ。この地域で何が起こっているのか私達が長い

間騙されてきた事は明らかだ。ウクライナは常に米国の資金洗浄のための温床だった」 

https://x.com/tobimono2/status/1805079794473959498/photo/1 

https://x.com/Mari21Sofi/status/1805156930639569103?s=09
https://x.com/i/status/1805125458293637493
https://x.com/akira01300130/status/1805125458293637493?s=09
https://x.com/tobimono2/status/1805079794473959498/photo/1
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❺ 【ショルツ驚きの一言】(2024 年 6 月 25 日) 
SCHOLZ：Muchos ciudadanos no están de acuerdo con que apoyemos a 

Ucrania  

=「多くの市民が、ウクライナ支援に同意していない」 

 

https://x.com/Kumi_japonesa/status/1805293294488015294?s=09 

 

❻ ドイツ人ジャーナリスト、アリーナ・リップさんがウクライナ軍のクリミア・セバストポ

リのテロ攻撃について語る（2024 年 6 月 23 日） 
「私は今、ウクライナ軍がセヴァストポリの人気の海岸を攻撃した場所からほど近いクリミアにいま

す。彼らはクラスター弾頭を搭載した 5 発の ATACMS ミサイルで攻撃し、そのうちの 1 発が子供連

れの家族が休んでいた海岸で爆発しました。できるだけ多くの人を傷つけたいときに使用する予定で、

152 人が負傷し、そのうち 5 人が子供だった。 

ATACMS や HIMARS などのミサイルがウクライナ人ではなく西側軍人によって発射されたこ

とは周知の事実です。昨日はクリミア西部上空で 15 機の敵無人機が観測され、今日は調整のためア

メリカの無人機が攻撃中に飛行したことも知られている。 

これは残酷です。これは非人道的です。特に今日は正教会の祝日である三位一体の日です。これは

またしても、ウクライナの西側支配者の冷酷さを証明している。」 

https://x.com/i/status/1805001653910958287 

 

https://x.com/Monmi0614/status/1805001653910958287?s=09 

https://x.com/Kumi_japonesa/status/1805293294488015294?s=09
https://x.com/i/status/1805001653910958287
https://x.com/Monmi0614/status/1805001653910958287?s=09
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❼ダグラス・マクレガー(2024 年 6 月５日) 
 問題は、もし今ロシアとの全面戦争に突入したら、アメリカ軍はどうするつもりなのか。 

ロシアとの地上戦に突入した場合、NATO は大量のアメリカ軍をどのように投入するかを検討してい

るというニュースがある。 

この対談の目的上、核攻撃は行わず、通常戦にとどまると仮定する。 

まず、米軍に何ができるかを議論したい。 

2014 年までの過去 10 年間、米軍は主にアフガニスタン、イラク、リビア、ソマリア、その他いくつ

かの場所で小規模な紛争を経験してきた。もし、大規模な軍隊と戦わなければならないとしたら、

我々は今、一体どのような軍隊を持っているのだろうか？ 

マクレガーは、我々の軍隊は 45 万人弱と非常に小規模であり、東ヨーロッパで陸戦を戦える状況

にはないと説明する。東欧のインフラはドイツ以外には整備されておらず、ポーランドには驚くほどほ

とんどない。 

要するに、米軍が潜在的な防衛以上のことをするとは考えにくいということだ。攻撃作戦を行うに

は、東ヨーロッパに移動する必要がある。 

現在、陸軍が使用している装備や戦場の組織構造の大部分は、90 年代に使用するために 70 年代

と 80 年代に開発されたものだ。我々は今 2024 年に、全く異なる技術や組織構造を扱っている。 

ロシアが適応したのは、彼らも準備不足のまま戦争に突入したからだ。当初の戦力はあまりにも小

さく、強固なウクライナ軍に対応できる組織ではなかった。 

戦術的には、現在のロシア軍の能力と比べると、アメリカ軍は時代錯誤の立場にある。 

 
https://x.com/4mYeeFHhA6H1OnF/status/1798327467662565798?s=09 

 

❽ウラジミール・プーチン：彼らはロシアが NATO を攻撃したいと考えているという

話をでっち上げた(２０２４年６月 2４日) 

完全に気が狂ってしまったのですか？ 

それはこのテーブルと同じ厚さです。 

これを思いついたのは誰ですか? 

それはまったくのナンセンス、まったくのナンセンスです。 

https://x.com/4mYeeFHhA6H1OnF/status/1798327467662565798?s=09
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あるいは、自国民を騙すために作られたものでなければ、これはナンセンスかもしれない。 

「気をつけろ！ロシアがもうすぐ攻撃してくるぞ！急いで武器を取って、すぐにウクライナに武器を

送らなければならない！」 

そして、なぜそれが行われているのでしょうか? 

自らの帝国としての地位と偉大さを維持するため――それが理由です。 

ドイツ、フランス、その他のヨーロッパ諸国の国民に対するこうした脅迫や恐怖は、まさにそのため

にあるのです。 

この脅威は存在せず、存在することもできません。 

我々はウクライナで自国を守ります。 

アメリカはどこにいるのか？海の向こう側は？そして私たちはどこにいるのか？ 

アメリカが私たちのすぐそばのウクライナでやっていることを、カナダやメキシコで私たちがやって

いると想像してみて下さい。 

あるいは、米国が過去のどこかでメキシコの領土の一部を奪取したと主張し、メキシコに領土を取

り戻すために戦うよう奨励する。 

実際、これはロシア・ウクライナ危機に関して西側諸国が行っていることとほぼ同じです。 

これについて考えてみたいと思いますか? 

これらの旗を見るのではなく、出来事の核心を見てください。 

信じてください、私たちには帝国主義的な野心はありません。これはすべてナンセンスであり、

NATO 諸国とヨーロッパに対するロシアの脅威と同じです。 

冗談ですか？ 

NATO の潜在力とロシアの潜在力を見てください。 

僕たちが頭がおかしいとか思ったのかい？ 

 

https://x.com/amatsuda7/status/1804979017159995628?s=09 

 

❾速報：ウクライナによる今日のクリミア半島でのクラスター爆弾による虐殺について

ロシア国防省は次のように述べた(２０２４年６月２４日) 
「この虐殺の責任は米国にあり、米国は答えを得るだろう」 

「米国の ATACMS ミサイルの飛行ミッションはすべて、米国の衛星諜報データに基づいて米国の

専門家によってプログラムされている。 

https://x.com/amatsuda7/status/1804979017159995628?s=09
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したがって、セヴァストポリの民間人に対する意図的なミサイル攻撃の責任は、主にこの兵器をウク

ライナに供給したワシントンと、この攻撃が行われた領土であるキエフ政権にある。 

このような行為は無視されることはないだろう」。 

 

https://x.com/amatsuda7/status/1804976735794143661?s=09 

 

❿第 3 次世界大戦警報(２０２４年６月２４日) 
ロシア軍はクリミアでのロシア民間人の死は「テロリスト」である米国の責任だと宣言！ 

ロシア軍事情報局は、米国の衛星偵察の支援を受けた米国製 ATCAMS クラスターミサイルがウク

ライナからセヴァストポリに向けて発射されたと報告した。 

このテロ攻撃で子供 3 人を含む民間人 5 人が死亡、124 人以上が負傷した。 

ロシア軍は「このような行動は無視されることはない」と主張している。 

腐敗した好戦的なバイデン政権（オバマ）率いる西側諸国は、プーチンが事態をエスカレートさせる

ことを期待して、プーチンを挑発し続けている。 

 

https://x.com/amatsuda7/status/1804987754717319587/photo/2 

https://x.com/amatsuda7/status/1804976735794143661?s=09
https://x.com/amatsuda7/status/1804987754717319587/photo/2

